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中世前期東北地域史の研究は、 a 東北開拓史観(戦前~1950年代)→ b 東北自立論 (1960年代~)




















































また、村井章介「日本列島の地域空間と国家J (前掲)は、中世前期の南 (1西J) の境界領域に関す
る方法的自覚に基づいた個別実証研究がほとんどない中で著されている。この地域の具体的検討が進み













































































































































は、本論の 4 部 9 章、付論 l 章と、序章・終章からなる。
序章では、研究史を整理し研究視角と課題を設定する。




第 2 部「中世前期南九州の港と唐坊」は 3 章からなり、万之瀬川下流地域を基点として、「トウボウ
(唐坊)J 地名の検討から、中世前期における九州各地の唐坊の存在を明らかにした。
第 3 部「中世前期南薩摩の領主たち」は 2 章からなり、鎌倉時代に万之瀬川下流地域の地頭であった
鮫島氏の系譜意識、同じく地頭の二階堂氏が、その所領分布から南九州から房総半島に至る海上交通の
支配に関係することを明らかにした。
第 4 部「中世国家周縁地域の比較史」は 2 章と付論 1 章からなり、 12世紀の南と北の周縁地域の地域
権力である阿多氏と平泉藤原氏を比較して、 2 つの周縁地域の共通点と相違点を明らかにした。
終章では本研究の意義と今後の課題を明らかにした。
本論文は、方法的には持鉢松遺跡の考古学の成果を基盤として、中世史料に基づく歴史学的方法と、
地名や古地図に基づく歴史地理学的方法を駆使して、中世前期の万之瀬川下流地域の地域史の解明に成
功し、さらにその一地域への深い沈潜によって問題をおし拡げて、一地域にとどまらない、日本列島、
東アジア規模での海上交通・物流・人的交流について明らかにした。本研究は、新しく豊かな中世史像
を提示し、その方法や視角は中世地域史研究のモデルとなるものであり、斯界の学問的発展に大きく寄
与するものである。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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